
　

二
月
二
十
六
日
、
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ラ　

ポ
ル
ト　

マ
ル
セ
イ
ユ
」

で
、
第
一
二
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」

例
会
が
開
催
さ
れ
た
。当
日
は
正
会
員
・

準
会
員
を
含
め
中
部
地
区
で
活
躍
す
る

経
営
者
ら
約
三
〇
名
が
出
席
。

　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
、
い
つ
も
と

は
違
う
形
で
始
ま
っ
た
同
会
は
、
始
め

に
乾
杯
挨
拶
を
駐
名
古
屋
大
韓
民
国
総

領
事
館
朴
煥
善
総
領
事
が
「
南
雲
吉
則

先
生
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
貴
重
な
時

間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
が
順
風

満
帆
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と

挨
拶
。

　

続
い
て
南
雲
吉
則
総
院
長
に
よ
る

「
命
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
た
講

演
に
移
っ
た
。「
ナ
グ
ち
ゃ
ん
で
ー
す
」

と
の
第
一
声
で
、
参
加
者
か
ら
笑
い
声

が
聞
こ
え
る
な
ど
、
肩
の
力
を
抜
い
た

状
態
で
南
雲
氏
の
人
生
観
を
語
っ
た
。

　
「
私
が
医
者
に
な
っ
た
頃
、
乳
が
ん

を
専
門
に
し
て
い
る
医
者
は
い
な
か
っ

た
。
私
の
父
が
美
容
外
科
を
作
っ
た
パ

イ
オ
ニ
ア
で
し
た
。
高
校
生
の
頃
、
例

に
漏
れ
ず
反
発
し
ま
し
た
が
、
大
人
と

ケ
ン
カ
す
る
に
は
大
人
と
同
じ
ル
ー
ル

で
ケ
ン
カ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気

づ
き
、
医
者
を
目
指
す
こ
と
に
。
順
調

に
多
く
の
成
果
を
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
た
。
そ
の
後
も

努
力
を
つ
づ
け
、
東
京
千
代
田
区
に
七

階
建
て
の
ビ
ル
を
買
い
、
完
成
し
た
ら

報
告
し
よ
う
と
し
た
矢
先
、
親
父
は
死

ん
で
し
ま
っ
た
。
子
供
の
頃
を
思
い
出

し
、
偉
大
さ
を
そ
の
と
き
理
解
し
ま
し

た
。感
謝
す
る
前
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
時
、
私
の
で
き
る
こ
と
、
癌
の
患

者
を
三
分
の
一
に
す
る
と
決
め
て
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
」　

　

講
演
の
後
、
食
事
会
へ
移
り
、
会
場

で
あ
る
ラ
ポ
ル
ト
マ
ル
セ
イ
ユ
の
特
徴

で
あ
る
健
康
と
美
の
ス
タ
イ
ル
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
「
低
糖
質
＆
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
」
の
料
理
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ベ

ジ
デ
コ
サ
ラ
ダ
、
Ｄ
ｒ
・
ナ
グ
モ
サ
ラ

ダ
赤
の
野
菜
と
ウ
ド
を
使
っ
て
、
な
ど

七
品
を
和
や
か
な
空
間
で
楽
し
ん
で
い

た
。
途
中
、
南
雲
氏
に
よ
る
サ
ラ
ダ
を

仕
上
げ
る
な
ど
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、

多
く
の
参
加
者
が
、
普
段
の
食
に
関
心

を
持
ち
南
雲
氏
に
質
問
を
す
る
人
も
多

く
い
た
。

　

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
六
日
、
第
一
二
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
東
海
地
方
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
中
心
と
し
た
異
業
種

交
流
会
。
当
日
は
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
で
お
な
じ
み
の
ナ
グ
モ
ク
リ
ニ
ッ
ク
南

雲
吉
則
総
院
長
を
講
師
に
招
い
て
実
施
。
親
睦
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

講演する南雲吉則氏

第 12回「東海財界倶楽部」例会
南雲吉則氏を招いて開催


